
 

 

 

２００６年１２月報    Vol 375 
 

 
２００６～２００７年度【主  題】 

クラブ主題「すべての活動は EMCに続く」                望月 強  
阪和部主題「この先を見よう!!」 広野にワイズの旗を立てよ!          田中惟介（大阪河内クラブ） 
西日本区主題「一人はみんなのために、みんなは一人のために」        森本榮三（大阪高槻クラブ） 

     One for all 、all for one     
アジア主題「Participation and Inspiration」参画、そして感動を!            Lee Joo-Min(韓国) 
国 際 主 題「Active Participation with Love」愛をもって積極参加         Choi Han-ki (韓国) 
 

 
  【今月の聖句】 ルカによる福音書 ２章１４節 

いと高きところには栄光、神にあれ。地には平和、御心(みこころ)に適(かな)う人にあれ。 
 個人の平安と世界の平和、それはイエス･キリストを地上におくった神の意志であり、その実現は神の栄光である。というクリスマスメッセージです。  

 

仲間とは     幹事・EMC 委員長 正野忠之 
 

久しぶりの巻頭言、順番がまわってきて何を書かせていた

だこうかという思いを巡らせていた１０月の下旬、私にとっ

て衝撃的な出来事が職場の中で起こりました。一緒に歩んで

きた友とも言える同僚が自ら命を絶ったのです。一報を耳に

したとき、私はとある駅のホームに立っていたのですが、そ

の場にへたりこみました。電話の向こうで知らせてくれてい

る同僚の声が虚しく響いていたのを覚えています。いえ、そ

れしか覚えていないというのが正直なところでした。 

彼に兆候がなかったわけではありません。私の職場は簡単に言うと個人商店

の集まりみたいなものですから彼と仕事を一緒にすることはありませんし、極

端な話、彼が職を退こうと私には直接関係ありません。そんな職場ですが、入

社が近かったりプライベートの環境が似ていたりで、語り合うことの多い「仲

間」の一人でしたので近況は知っていました。でも、まさか、です。死がそれ

ほど身近にあるとは。 

数日経って遺書を拝見する機会がありました。左利きの特徴のある字でノー

トに書かれた彼の言葉。そこには数人の名前とともに私の名が記されていまし

た。｢同心になれる人｣・・私をそのように表現してくれた彼。死という事実か

ら離れようとしていた私は思い切り引き戻されました。 

「仲間」とはいったい何でしょう。常々「仲間」意識を持っていたつもりの

私は、結局彼に何をしてやれたのでしょうか。問いかけても答えは出ません。

言えることはひとつ。同じ過ちを繰り返さないこと。 

ワイズメンのみなさん、周囲の「仲間」に異変はありませんか？ 些細なこ

とと見逃していませんか？ 自省の念をこめて、巻頭言の場であえて問いかけ

ます。    

前月の出席率訂正 ％を ％に訂正いたします。 

会 員 数 ２３名 ゲスト＆ビジター        6名 11 月度ＢＦポイント 書き損じハガキ にこにこファンド 
（広義＆メネット会員） １名 メネット＆コメット  6 名 現金 1,000 円 11 月分 11 月分 
会 員 出 席 者 20 名 例 会 出 席 者 32名 累計  0 円 0 円 19,166 円

メ ー ク ア ッ プ 1 名 役 員 会 出 席 者 11名 切手 0pt 累    計 累    計 
1 1 月 の 出 席 率 ９１.3％ 11 月の全出席者 ４３名 累計 35,500pt 0 円 85,803 円

 

１２月例会プログラム 
12 月 10 日(日) サンホーム 

 

第１部（２階）   司会  田中惟介君

開会点鐘         望月 会長

ワイズソング       一   同

会長の時間        望月 会長

インフォメーション    各 担 当

誕生・結婚祝       望月 会長

 

キャンドルサービス 

キャロル 

クリスマスメッセージ  松岡虔一司祭

 

第２部（６階）   司会  丸尾欽造君

スタンツ・コーラス     リーダー

コンサート      美穂 蘭さん 

ゲスト&ビジター紹介     司会者
食前感謝         佐古至弘君

乾杯      ゲスト  当日ご指名

食事・歓談        一   同

チャリティーロビー展表彰 

オークション 

ＹＭＣＡの歌       一   同

閉会挨拶・点鐘      望月 会長
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 １０月例会報告   --サンホーム ６階 －      
２００６年 11 月 16 日（木）18:30～20:30                       記録 尾北 昇 

出席者(敬称略) 
メ ン新本・佐古・大谷・丸尾・望月・芳澤・尾北・宮本・藤井・
横田・田中・正野・山内・中野・伊藤・初田・鈴木・岩坂・

増石・田保・・ 

メネット 望月・伊藤・初田・新本・大薮・田中・ 
ゲスト＆ビジター 岡田京子（ゲストスピーカー） 
今井利子(なかのしま) 堺 稔夫・本田繁子（ヴェクセル）・

山口 肇（サウス) 加藤寿枝（ヘルパー）・ 

以上 32 名 

 

11月例会担当はＢグループ。新本メ

ンの司会により、定刻１８時３０分に

スタートした。 

望月会長の開会点鐘の後、ワイズソン

グ斉唱。 

 

インフォメーション 
★ 尾北ロビー展委員長 

出展依頼と会場設置作業依頼 
（11月 25日 14：00～） 

★ 山内Ｙサ委員長 

チャリティラン参加者依頼（会場設置など） 

サンホーム1チーム、ウェルネス2チーム出走 

★ 丸尾副会長 

クリスマス献金のお願いと街頭募金活動 
（12月 9・10日） 

★ 田中メン 

東 YMCA・河内ワイズクリスマス会（12 月 10
日） 

★ 芳澤地域奉仕委員長 

「アジアの隣国・タイと親しもう」12 月 3 日

（南Y） 

★ 横田メン 

次期役員立候補者は、11月 30日までに望月会

長までに申請してください。 

★ 田中メネット 

阪和部メネット会（11月18日（土）１０：００～） 

★ 藤井メン 

阪和部会会計報告 

★ 本田メン(ヴェクセル) 

ヴェクセルワイズ10周年記念講演会 

（2007年 3月21日） 

「私達とオリンピックの身近な接点」 

★ 鈴木連絡主事 

スキーキャンプ案内とパンフ配布のお願い 

 

今月のゲストスピーチ

は、ＳＭＢＣフレンド証券

の岡田京子さんです。 

テーマは「岡田京子が見

た投資の表と裏事情」。 

岡田さんは元奈良Ｙリ

ーダーで証券会社に入っ

て 3 年目のファイナンシ

ャルプランナーの資格も

持つ営業ウィメンです。活況を呈している証券市場

ですが、今回は素人にも分かりやすい投資信託につ

いてのお話を伺いました。 

裏事情では、意外とかかる手数料などの費用につ

いて説明があり、確実に儲かるのは証券会社や銀行

だなというのが実感でした。 

結局、話は分かりますが、先立つ原資がないんで

すよと言うメンバーの声があり、儲かって原資が出

来たら是非岡田さんに相談しようということでお話

は終了しました。 

 

 
例会風景 

 
ビジター  今井利子さん(なかのしま) 

 
ビジター  堺稔夫・本田繁子さん(ヴェクセル) 

山口 肇さん(大阪サウス) 

 
結婚４０年の望月会長ご夫妻 いつまでも仲良くね 
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にこにこ語録(11月例会)（敬称略） 
記録 丸尾欽造 

 

芳澤：正野さんのお顔の広さにはつくづく
感心いたしました。ありがとうございまし

た。 

藤井：へそくりができまし
たら伺いますのでいい方法

を教えて下さい。（投資の

お話を伺った後の実感なのでしょうか？） 

田中メ：１８日（土）上本町の都ホテル
で「阪和部メネットの集い」を行います。

よろしくお願いいたします。 

田中：先週、土曜、日曜
と六甲山のピースリーダ

ーシッププログラムに参

加しました。部長通信に書

かせていただきましたが、久々にヒヨドリ

の声を聞きました。ヒヨドリは例会に出席

されなかった方々を意識して貰いたい思いで書いており

ますので次号も楽しみにして下さい。 

横田：西日本区の増えないファンドを扱
っております。（投資ファンドの講話にひ

っかけて）クラブファンドの封筒をお回し

いたしますのでご協力をお願いいたしま

す。 

岩坂：先週小学校２年生
の孫が奈良ＹＭＣＡの街頭募金のキャン

ペーンにでましたらそこで指揮を執って

いたのが芳澤さんでした。ご苦労さまで

した。 

中野：先月やっと年金も
らいました。高齢者の仲間入りというこ

とで電車に乗っても席を譲られることが

増えてきました。（年輩者を大切にする

人たちの多い地域にお住まいですのね 

山内：回覧でお回しいた
しましたチャリティランの抽選券はお陰

さまで全部売り切れました。当日、抽選券

と売上金は望月会長にお渡しいたします

のでよろしくお願いいたします。 

佐古：いいお話を聞かせ
ていたたきありがとうご

ざいました。十銘柄ほど持っていまして、

売ったり買ったりしまして結果的に自分

の儲けより証券屋の儲けの方が多かった

りするそんな時代です。証券屋さんは選

ばねばあかんと思います。現在「××証

券」と「△△証券」に関わっております。（お仕事関係な

のでしようか）  

尾北：サンホームの尾北です。商学部で
経営学のことは詳しい筈なのですが、全然

そうしたことに（投資ファンドの講話にふ

れて）タッチしないまま大学を出てすぐＹ

ＭＣＡに入りました。今日あらためてそん

なことを勉強していたかなと３０年ぶり

に思いだしました。最近寒くなっております。サンホーム

の入所者やスタッフもインフルエンザの予防接種をして

風邪を引かないようにしています。みなさんにもおすすめ

いたします。 

 

今井（なかのしま）：あんまりご縁のない
話しでありました。消費者運動をしており

ますが約款とかお約束とかの注意書きなど

は非常に小さい字です。それが少しは大き

くなったかなと思っていますが、もっと判

りやすい言葉で表記していただくよう申し入れています。

秋らしい紅葉と菊の花が飾られたいい雰囲気でありがと

うございました。 

新本：ゲストの皆さんいろいろとありがと
うございました。来年３月、ヴェクセルク

ラブの１０周年に是非行かせてもらいます。

河内から１０人ぐらい行ってくれるでしょ

う。 

望月：お金を扱うに近い商売
人ですので興味ある筈なのですが、奥が深

すぎて言葉がまず判らない。そのあたりは

ワイズと一緒かなと思います。もうちょっ

と勉強させてもらってまたお伺いできる時

がくるかも知れません。ゲストの方々本当にありがとうご

ざいました。ハイキングは西日本区の役員会のため行けま

せんが、１０周年には行かせていただきます。 

岡田京子（ゲストスピーカー）：今日は初めて皆さん方の前
でお話させていただきましたが、すごく緊

張いたしまして何を話しているのか判ら

ない状態で申し訳ありませんでした。とて

もいい経験になりましたし、皆さんの笑顔

に支えられました。クラブでご資金運用を

お考えでしたらよろしくお願いいたしま

す。（爆笑！） 

丸尾：熊本でのスペシャルオリンピックス
ゲームに行って参りました。熊本のワイズ

メンの方々はとてもガンバッおられ大変お

世話になりました。また京都の選手団長は

岡本尚男さん（京都キャピタル）、奈良の選

手団長は卜田啓三さん（大阪豊中）でしたが、多くのワイ

ズメンの方々にお会いすることができました。１１月２３

日は私の日で、「キンゾウ感謝の日」です。（笑） 

堺（ヴエクセル）：ヴェクセルの堺です。今

日はありがとうございました。ゲストスピ

ーカーもお若い女性で、いいお話を聴かせ

ていただきました。投資したいとは思いま

すが、いろいろと。以前、河内クラブへの

訪問は３年ほど前になります。メネットさ

んも参加されていて家族的な感じでいい

ですね。１０周年にはどうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

本田（ヴエクセル）：ヴェクセルの本田です。
今日はずうずうしくも、自分の出番を見透

かしたような出席をさせていただきまし

て、（出番きっちりの遅刻はお見事！）お

陰さまでクラブアピールも無事にさせて

いただきました。３月２１日の１０周年に

皆さんのお越しをお待ちいたしておりま

す。 

山口（サウス）：サウスワイズの山口です。
今年は死に損なって２１年目ですが、５０

周年のときには大変お世話になりありがと

うございました。遅ればせながらお礼を申

し上げます。あとどれだけ生きられるか判

りませんが、できるだけ長く厚かましく生

きたいと思っていますのでどうぞよろしく。 
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伊藤：岡田さんのお話をずっーと聴かせ
ていただいていたんですが、全然わかり

ません。お顔ばっかり見とれていました

ので、、、、。ゲストスビーカーをお呼びす

るときは、気をつけなくてはいけません

よ、美人の方をお招きすると案外皆さん

お話しを聴かずにお顔ばっかりで、、、、。

いろいろとありがとうございました。 

鈴木：鈴木も投資信託とか株式とかいっ
さい経験ありませんが新たな世界との「一

期一会」だったなと思います。ウエルネス

のことでとてもうれしいことがあり報告

させていただきます。１０月２８日に、ウ

エルネス事業部の研究発表会がありまし

た。１２ブランチありますが各Ｙが一つの課題を研究し、

発表するというもので、東ＹＭＣＡが優勝いたしました。

（歓声）研究課題は、「子どものキャンプ中のストレスに

ついて」ということで、夏のキャンプ中に取り組んだアン

ケートと、リーダーがどのように関わり、どのようにスト

レスを回避したか、菅さんが中心となり研究し発表したの

です。菅さんに激励（さらなる研鑽を重ねるようにと強調）

を与えていただければと思います。 

伊藤メ：岡田さんはフレンド証券・八尾
支店とのことでお近くですのに「フレン

ド」してません。（笑）株とか全然知りま

せんでしたが八尾という名前が出ました

のでとてもうれしく思います。郷土愛と言

いますか３０年も八尾に住みますと。ヴェ

クセルさんのウォークが２５日に行われるとのことです

が、河内クラブはロビー展の準備と居酒屋ボランティア

（サンホーム）とに重なりますので失礼いたします。 

望月メ：岡田さんありがとうございまし
た。落ち着いて上手にお話なさいました。

株にご縁がありますように「５円」入れ

ときます。（笑）（みなさん、おばさんギ

ャグが続いています）結婚して４０年に

なります。ありがとうございました。 

増石：私は大阪市内に住んでいまして「敬
老パス」をいただいています。ただ（無料）

でいろんなとこ行けるのと車に乗らなく

なり１年間の走行距離は半分になりまし

た。滋賀の墓も近くに移転し長距離も走り

ませんし事故も起こさずにすんでいて感

謝しています。 

正野：妹、岡田京子が話を終えまして、
正直言ってホッとしています。（妹？、会

場、しらける？！）岡田さんに（株の）お

話があるのでしたら私に取り次いでいた

だいて私が手数料をいただいてご紹介さ

せていただきます。 

先日、久々に旅行し奥穂高と上高地に行ってきました。景

色の移り変わりの一番いい時期で天気にも恵まれました。

槍ヶ岳や焼岳など眺めながら写真も撮ってまいりました。

伊藤玲子さんの頭を拝見しながら「伊藤さんも色づいては

んねなぁ」と思った次第であります。 

新本メ：今日はどうもありがとうござい
ました。普段聞かないような美しい声と

美しいお顔で、そんな方に出逢ってうれ

しく思います。 

                                      

今月のにこにこ額は１９,１６６円でした 

 

ピースリーダーシッププログラム参加報告 
田中 惟介   

  

１１月１１日～１２日、霧の六甲 YMCA での標

記プログラムにメネットと共に参加してきました。 

 Ｙスタッフ、Ｙリーダーと学Ｙ、ワイズの比率は 

１：２:１で総数は約１５０名。若さにあふれる会場

は活気に満ちたものでした。 

メネットの国内プロジェクトに これを当てた事

やメネットプログラムのテーマに対し様々な見解や

異論がありましたが，若者たちの感性は期待以上の

ものがあり 結果に対し評価してよいと感じました。 

単に区の役員チームとして応援に出かけた心算で

したが真正面から受け取り 更に止揚し、それぞれ

の地域に持ち帰ろうと努力する若者の姿に 失って

いた柔軟な心を思い知らされた事でした。  

家内も ワークショップに加わり、健全な若者た

ちの姿に 感銘し “いいなぁ”を連発しておりま

した。 河内クラブからは他に横田さんがお手伝い

に来ておられた事を付記しておきます。 
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 第 32期第 6回役員会  
２００６年11月 22日（水） 東ＹＭＣＡ 

“全ての活動は EMCに続く！”  
日本区強調月間  ＥＭＣ-Ｍ 

 

出席者 
望月・丸尾・岩坂・初田・藤井・芳澤・横田・鈴木・ 

田中・佐古・望月メネット 

 

１２月例会  １２月１０（日）・ クリスマス例会  
担当：Cグループ    
   田中・増石・箕浦・佐古・藤井・初田・和田林・ 

２部構成で実施 

ゲストは 美穂 蘭さんに決定 

 

例会役割分担 
 司  会 第１部 田中惟介君 第２部 丸尾欽造君      
 食事手配 食生活創造室   食膳感謝 佐古至弘君 

受付   藤井敬子 君 

 

１月号ブリテン原稿 
こーひーぶれいく     田中惟介 君 

役員会報告        岩坂正雄 君  

例会報告         増石広之 君 

Ｙニュース        鈴木えみ 君 

サンホームニュース    尾北  昇君 

メネットコラム(私の独り言) 中野涌子 さん 

巻頭言          望月 強 君 

 
審議事項・連絡事項 
★ 12月例会プログラム決定・田中惟介君 
各パートの担当決定 審議の通り決定 

オークションの集計は藤井会計に依頼 

★ 連絡網の充実（クラブの携帯メールアドレス・正野君 
   次月の役員会で再協議 

★ １月例会概要・山内信三君   １月１８日 
１２月７日の役員会で協議 

★ １月８日 新年合同例会参加者 
    １２月１０日に最終確認 

★ 次期クラブ役員立候補の公告１１月末日まで 
現時点で立候補者がありません 

★ 次期クラブ役員選考委員会の活動 
１２月１日開催予定 

★ 次期阪和部主査(EMC)選考について 

クラブ EMC担当が次年度の阪和部主査に 

★ １２月３日(日) CSフォーラムについて 
   １１月２５日の打ち合わせ会の結果で会場係担当をお願
いする 

★ １２月役員会 １２月７日(木) 
     原稿締切り １２月２０日 

★ 11月 25日 “和み”居酒屋 参加者予定 
   5 名参加の予定 

★ 第２例会 １２月２６日(火) 

 

★ その他 

1月 27日（土） “和み”居酒屋 

1月 25日（木） 役員会 

２月に車椅子の清掃の予定 

メネットの集いは成功。会計収支も良かった。 

 

 

祝 今村ワイズ 

バランタイン賞受賞 
記録 望月 強 

 

韓国釜山のワイズメン国際大会において、ワイズ

の発展に功献された方が受ける最高の栄誉であるバ

ランタイン賞が今村メンに授与されました。 

この祝賀会が１１月２６日にホテルクライトン新

大阪で行われました。大阪のメンバーは言うには及

ばず、西日本区また東日本区からも沢山のメンバー

がお祝いに来られました。特に歴代の国際会長や東

西日本区理事が一同に会した様は「凄い」の一言に

尽きます。改めて今村メンの幅広い交友関係に感心

させられました。 

 

 河内クラブからの出席者は新本・横田・望月 
 

 

 
ご挨拶をされる今村ワイズ 

 

 
祝賀会場の様子 

 

 

クリスマス例会 
オークション用献品の 

お願い 
 

12 月１０日の例会当日か、それまでに

 東 YMCAまでお届けください。 

 

商品名と提供者名及び標準価格か 

販売希望価格を明記してください 
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大阪YMCA第１２回 

チャリティーラン2006 
記録 初田 稔 

 

１１月２３日(祝)に大阪万博記念公園にて開催さ

れました。当日は午前６時半に出発し、７時前には

現場に到着しました。開門前で数名のボランテイア

が待っていました。特にこの日は寒くて、防寒着を

持ってこなかった事を悔やみました。 

天候は不安定で午前中の降雨は避けられるとの予

報でしたが、雨にもあわず競技が出来た事に感謝し

ます。 

今回の参加チームは過去最高の６９チームがエン

トリーしまして、6８チームが競技に参加しました。 

 献金額も3,489,440円と大きな支援となり、錦

織総主事に贈呈されました。 

 

当日の参加者 

田中・望月・横田・新本・丸尾・増石・初田・尾北・ 

鈴木・望月メ・丸尾メ 

 
万博公園のシンボル 太陽の塔 

 

 
お手伝いの注意事項を聞く河内のメンバー 

 

 
競技前の準備体操 

 
一斉にスタート 

 

 
走り終わった東YMCAのリーダー 

 

 
表彰式で音楽を聴く参加者 

 

 
献金のお礼を述べる錦織総主事 

 

 
お昼の弁当を食べる東YMCA関係者 
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シンガポール珍事情  其の 6 
東大阪YMCA 鈴木えみ 

 

今日はタイのお隣の国、カンボジアのお話です。

2006年の新年にカンボジアのシェムリアップ（ア

ンコールワット）を訪ねました。今回はツアーの１

観光客としての旅でした。日本語が話せるカンボジ

ア人のツアーガイドが居て、アンコールワットや郊

外の遺跡を巡り、カンボジア料理に舌鼓・・・日本

人ためのリッチなツアーでした。 

ツアーの中に小高い丘に登り沈む夕日を見るツア

ーというのがありました。丘を上るのは徒歩でもい

いですが象にも乗れます。そして１８０度に広がる

地平線に沈んでいく夕日・・・地平線に沈む夕日を

見たことの無い日本人や韓国人、ヨーロッパ人や欧

米人は口々に感嘆の言葉を叫んだり拍手喝采です。

本当に綺麗で、自然の偉大な力と美しさに圧倒され

たというのが感想です。余談ですが、その次の日は

元旦でしたので、スケジュールの中にアンコールワ

ットで見る初日の出ツアーというのがあり朝４時に

起きて初日の出を見に行きました。何人の日本人が

集まっていたと思いますか？なんと２００６年１月

１日の朝だけで３０００人の日本人がアンコールワ

ットで初日の出をみていたそうです。日本文化です

ね、地の果てまでも・・・恐るべし、日本人。 

夕日を見た小高い丘の話に戻りますが、夕日を見

て丘を降りていく途中にカンボジアの貧困層の子ど

も達が汚れた服を着て道端で物乞いをしていました。

「MONEY、MONEY」と英語で両手を差し出しな

がら訴えるのです。子どもと言ってもまだ４、５才

の子ども達です。さぁ、そんな子ども達を見てあな

たならどうしますか？？？？わたしと陽子ちゃん

（この旅のわたしの友です。）は言葉を失いました。

そして二人で考えました。「この子達にとってわたし

はどうすればいいのか？ここでお金を渡したらどう

なるのか？ここでお金を渡さなかったらこの子達は

死んでしまうのだろうか？」わたしも陽子ちゃんも

結局はその場を通り過ぎました。何も無かったかの

ように、何も見なかったかのように・・・言葉は交

わしませんでしたが二人で出した結論は、「ここでお

金を渡しても何の解決にもならない。」というもので

した。物乞いをしていた子ども達はずっと前からそ

のように、誰が通っても物乞いをしている子ども達

です。それも大人から（自分の親から）、子どもの方

が入りがいいからと物乞いをさせられている子ども

達です。人から与えられる事に慣れさせてしまうこ

とは彼らの生きてゆく力を剥ぎ取ることだと二人と

も考えたのです。 

これには賛否両論あろうかと思います。「日々の食

事にも困っていたかもしれないからその時お金を渡

すべきだった。」という意見。「いや。そうじゃない」

という反対意見。そのように迷った時、イエス様だ

ったらどうしたのだろう？とわたしは考えます。聖

書の中に「だからいっておく。自分にしてもらいた

い事を人にもしなさい。」と書いてあります。だか

ら！どうするのが良かったのか？そのカンボジアの

子ども達は、何を望み何を願って物乞いをしていた

のでしょう。今でもわたしの中で答えは見つかりま

せん。 

みなさんならどうされますか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年奉仕賞受賞に感じること 
佐古至弘 

 

私は大阪 YMCA に関わって５０年余りですが、

その間には青少年の色々なプログラムに参加したり、

青少年センター建設の募金集め等に協力してきまし

た。 

今、考えますと大阪 YMCA やワイズメンズクラ

ブでの役員として奉仕活動に携わっていますが、現

在の社会はあまりにも変わり、我々には想像もつか

ない少年犯罪、大人による誘拐殺人、親による子供

殺人等々数え上げればきりの無い犯罪社会になりま

した。 

私はキリスト者として YMCA に関わって来まし

たが、このところ３０年余りの間には何をしてきた

のかと深く反省の日々です。 

残り少ない人生を青少年の為に、そして YMCA

やワイズメンズクラブ等に多く関わり、私が頂いた

青少年奉仕賞に恥じない活動をするように努力した

いと思っています。 
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ウエルネス報告です。 
               東 YMCA 鈴木えみ 
 11月 13日月曜日～14日の火曜日の2日間、六甲山Ｙ
ＭＣＡで全国ＹＭＣＡウエルネススタッフ約 40 名が集い、

全国ＹＭＣＡウエルネス研修会が行われました。基調講演として神戸大学平川先生より「子どもの健康とラ

イフスタイル、ＹＭＣＡができること」という題でお話をいただきました。今私達が日々関わっている子ど

も達に対してウエルネス事業として何が出来、何をすべきで、どのようにＹＭＣＡの価値を表出していくの

かを学ぶ時となりました。印象に残ったお話としては、体力指標は昔からの5段階評価が今だに使われてい

ますが、現代の子ども達にとってその指標が適切なものなのかどうかを考える必要性があるというお話です。

それは、近年子どもの体力低下がよく言われていますが、「子どもの体力低下の原因は、今の世の中に適応し

てきただけで（例えば移動手段の発達によって歩かなくてもすむようになってきた。）（いろいろな物の軽量

化により、重い物を持つ必要がなくなってきた。）この日本の世の中で暮らしているのであれば十分な体力と

いえるのではないか？」というのが平川先生のご意見でした。子ども達が遊ばなくなったのではなく、身体

を動かす機会を社会が奪ってきている、それに人間が適応してきたまでの結果だという事です。なるほど・・・

そうとも考えられますし、そう考えればやっきになって体力作りだと言わなくても良くなります。 

また、ＹＭＣＡの「ウエルネス」という言葉は果たしてメジャーで親しみやすく、誰にでも理解される言

葉なのかということです。私自身、もうＹＭＣＡの人間ですのでウエルネスという事葉には慣れ親しんでき

ていますが、一般の人から見れば「ＹＭＣＡ？ウエルネス？」と二つの疑問符がつくのが現状じゃないので

しょうか？公益性改革に伴って、財団法人では「私達の取り組みは公益性の高いものである」ことを行政に

示してゆくが必要性があります。誰にでも理解していただける、そして良い取り組みを行っている団体へと

さらに成長してゆけることを、全国の仲間と確認できた機会でした。 

 

 

 

 

イキイキ健康生活セミナー 
第３回以降の予定は、下記の通りです。無料ですので是非ご参加ください。 

 

年末スケジュール 
１２月２３日（祝）         特養餅つき・居酒屋「和み」 

１２月３１日（日）～１月３日（水） 年末年始休業（デイ・ヘルパー・ケアプラン・地域支援） 

     特養・ショートのお休みはありません。 

１月 ２日（火）          特養初詣 

１月 ７日（日）          特養新年会 

クリスマス献金街頭募金 
１２月 ９日（土） １１：００～１３：００  近鉄八尾駅前 

１４：００～１６：００  近鉄八戸ノ里駅前 

１２月１０日（日） １０：００～１２：００  近鉄八戸ノ里駅前 

   東ＹＭＣＡ会員（子供・成人）で街頭募金を行ないます。ご協力お願いします。 

クリスマス献金のお願い 
東ＹＭＣＡでは下記のプログラムへの支援をいただいております。 

来年度のプラグラム実施のためにもご協力をお願いします。 

 ２００７年度東ＹＭＣＡクリスマス献金プロジェクト 

   地域の高齢者支援（ふれあいサロン） 

   知的障がい者（児）外出支援（レインボウクラブ） 

   学び方のちがう子ども達のための野外活動（野あそびクラブ） 

 ２００６年度東ＹＭＣＡクリスマス献金目標額  ６５０，０００円 

河内ワイズメンズクラブとしては、「東ＹＭＣＡまつりの売上金」「サンホームロビー展への出展料」「ク

リスマスでのオークションの売上金の半額」をクリスマス献金としてご協力いただいております。 

3 １２月９日(土) フラダンスをしましょう シャノン先生（みなと） 

4 12月 シニアプログラム紹介  

5 １月 転倒予防体操 連続講座全５回  

6 ２月 成年後見制度について 弁護士 

7 ２月 減免制度について(介護・障害他)  
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連載ＮＯ 26  
「私の独り言」     田中加代子さん 
 

2006！！ 
 ２００６年もあとひと月。 今年は 父の死、私の右
上腕部骨折と手術、二人目の孫誕生、それに主人が阪

和部長のお役目と言う 目まぐるしい年となりまし

た。 

一瞬の転倒が４ヶ月に及ぶ治療とリハビリになり 

それは未だに続いています。この間、体の不自由さを

思い知らされ、傷の痛みより いつも何げなくしてい

る事が出来なくてはがゆい思いをしました。  

昔聞いた “今 健康である人も障害者予備軍 

いつ障害者になるかわからないのだ” という言葉

がうかびました。 辛い思いをした分、人に優しくな

れるかなと思える今日この頃です。 

ワイズに係わって１４年。主査をお引き受けしたおか

げで わたしの世界が広がり、怪我に関しても多くの

方々から励ましや助言を頂きました。有りがたい事だ

と思っています。 

任期も半分済みました。後半も 「メネットワイズの

応援団」を楽しみながら頑張りたいと思っています。 

 

 

メネット事業通信 
 

国際メネット事業主任 シャンティ・パニグヒラ(イ

ンド)より、国際プロジェクト支援先決定の連絡があ

りました。 

① 国際プロジェクト US26796＄(世界全体で)
が「ボリビア周辺地域でのHIV/AIDS の感染抑

止に向けて」支援されます。 

② 国内プロジェクト ユースリーダー・学生
YMCA・留学生支援 

③ RSD支援 メネット事業主任活動支援 
④ その他 
近々に支援金振込用紙を送付させていただきますの

でご協力よろしくお願いします。 

 

シャンティ・パニグヒラ国際メネット事業主任の

06/07の主な計画・事業方針の要約 

○ コミュニケーションと個人相互の人間関係向上

の推進 

○ 地域のワイズメン及びYMCAの支援 

○ 独立した奉仕活動又はより良いイメージの為に

メネットクラブかワイズメンズクラブ両者によ

る地域社会へのプログラムに取り組む 

○ STOP HIV/AIDS運動は世界的規模で続ける 

○ ワイズメン・インターナショナルをファミリー

クラブと考える 

○ 国際ファンド作りに支援の手を差し伸べ財政改

善に努める 

 メネットの集い報告 
メネット会長 望月治子 

 

１１月１８日（土曜日）都ホテ

ル大阪にて「阪和部メネットの集

い」が開催されました。今期は河

内クラブがホストをさせて頂きま

した。 

会場はホテルの２０階で見晴ら

しの良い、美しいメネットにふさ

わしい会場でした。11時30分

に開会点鐘で幕が開き、河内クラ

ブの芳澤メンのスマートでウィ

ットにとんだ司会で、和やかなうちに進行いたしま

した。 

 松田西日本区メネット主任の活動報告や森本西日

本区理事のご挨拶があり、田中阪和部長のお話の後、

各クラブのメネット会長さんから活動報告が発表さ

れました。阪和部には７クラブにメネットクラブが

あります。メネットも高齢になって来ましたが、皆

様楽しみながらメンと共に活動されています。昼食

はとても美味しく頂きました。食後はテーブルに飾

ったお菓子の花（ゼリー）を参加者に一本ずつ取っ

て頂き、軸の色で 10名の方にプレゼントあり、皆

さん大いに盛り上がりました。プレゼントの品は和

田林さん（河内）の手作りエプロンです。 

講師は永井康雅メン（和

歌山紀の川）の「はなしに

ならない は のはなし」

で、プレゼントされたピン

クのエプロン姿で、歯の治

療の方法や裏話など楽しく

お話して下さいました。 

当日は西日本区メネット事業への献金として

21000 を松田メネット主任さんにお渡しできまし

た事も皆様に感謝でございます。他部からもメン・

メネットさんがご参加頂き感謝いたします。田中メ

ネット主査のもとメネットの皆さんが力を合わせて

準備していただき有難うございました。盛会に開催

できました事に心からお礼申し上げます。 

当日の参加者は５６名でした。 
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HAPPY BIRTH DAY        WEDDING ANNIVERSARY 

  横田 允宏 １９４３年１２月２５日生       宮本 桂子＆善之夫妻 １２月 ６日 

大藪 芳教＆暢子夫妻 １２月１７日 

 

 

日本区通年強調目標 Public Relations 
魅力あるワイズ活動を、あなたの自信ある言葉とワイズパンフレット等を活用し、外に向かって大いにアピ

ールしましょう。                   荒川恭次 広報事業主任（名古屋グランパスクラブ） 
 

 西日本区強調月間  EMC-C  
ワイズメンになってよかったと思うときその感謝の気持ちを、メンバー獲得の努力に向けてください。例会

は自己を磨く最高の場所です。”例会の内容”と”例会のあり方”を今一度再考して工夫してみましょう。 

                            井之上温代 EMC事業主任（蒲生野クラブ） 
                     

            

  １１２２月月－－１１月月のの予予定定  
 

１２月 
１２月 １日(金) 第２例会 東 YMCA 

１２月 3 日(日) 国際統一プロジェクト開催 

     南 YMCA 14:00-16:30 

１２月 ７日(木) 役員会 東ＹＭＣＡ 

１２月１０日（日）クリスマス例会  

サンホーム 2 階と６階 

１６時～１９時３０分 

１２月２６日(火) ブリテン発送 

 

１１月月   
１月 ６日(土) 中西部新年合同例会 

         土佐堀 YMCA会館 ２階 

会費４０００円 

１月 ８日(祝) 阪和部新年合同例会 

         和歌山市 ホテルグランビア 

         会費８０００円 

１月１３日(土)～１４日(日)次期役員研修会 

ホテル クライトン 

１月１８日（木）例会 サンホーム６階 

１月２５日(水) 役員会 東ＹＭＣＡ 

１月２７日(土) なごみ サンホーム 

 

 

第 32期 ク ラ ブ 役 員 
会 長:望月 強 副会長:丸尾 欽造 書 記:岩坂 正雄・初田 稔 会 計:藤井 敬子・芳澤 伸之 

メネット会長:望月 治子 直前会長:横田 憲子 連絡主事:鈴木 えみ 

例会場・役員会場 ：サンホーム   東大阪市御厨南３－１－１８   TEL 06-6787-3733 

大阪河内クラブホームページアドレス      http：//www．Kisweb.ne.jp/kawachi-ys/ 

Wind�From�Kawachi 
２００６年も終わろうとしています。色々な出来事がありましたが、今年も元気で終えることが出来そうな幸せ

をかみ締めています。今年は義兄を亡くし、また、近所のご主人とも永のお別れをしたり大切な人との別れがありま

した。大変忙しい一年ではありましたが、元気で生活が出来ましたことに感謝します。   (M.H) 

お知らせ 
 

 


